
初
 
か
 
‘ユ
 

（
ロ
）
 商
売
道
具
の
橋
類
と
は
左
の
通
り

で
す
。
 

工
作
機
械
し
重
油
パ
ー
ナ
。
 通
風
機
。
 

木
工
機
械
。
繊
維
機
械
。
建
設
用
機
被
 

，
 印
刷
製
本
槻
械
o
写
真
製
板
機
械
。
食

品
製
造
加
工
機
械
器
具
。
農
機
具
。
医

療
機
械
器
具
。
冷
原
機
械
。
製
米
機
被
 

へ
、
御
間
合
せ
下
さ
い
。
 

⑥
申
告
書

は
い

つ
も
 

期
日

ま
で

に
提
出
す

る
よ
う
 

御
協
力
下
さ
い
 

一に
と
y
め
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
U
 

三
千
五
白
万
円
を
計
上
し
、
次
代
を
担
う

一
 土
木
費
は
道
路
維
持
の
た
め
の
砂
利
敷

青
少
年
の
た
め
環
境
を
速
急
整
備
す
る
所

及
び
改
良
の
た
め
絶
対
必
要
な
経
費
の
み
存
で
あ
り
ま
す
く
 

に
止
め
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
か
れ
て
懸
 

社
会
労
働
施
設
関
係
は
、
そ
の
大
半
が

案
で
あ
り
ま
し
た
平
千
代
構
の
コ
ン
ク
リ
福
祉
事
務
所
の
新
設
に
伴
う
事
務
所
費
及
 

1
ト
化
及
び
松
野
大
、
水
野
尾
間
基
浦
巾

び
生
活
果
護
費
、
児
童
福
祉
費
、
身
体
障
 

員
拡
張
の
た
め
の
用
地
買
敗
費
済
を
計
上

し
重
要
路
線
の
確
得
に
努
力
い
た
し
て
お

る
の
で
あ
り
ま
す
亡
 

教
育
費
は
、
小
、
中
学
校
増
改
築
の
た

め
そ
の
主
力
を
注
ぎ
、
旧
町
村
に
於
て
議

決
し
た
事
業
の
す
べ
て
を
行
う
た
め
、
約
 賓

者
、
福
祉
費
で
あ
り
、
そ
の
額
も

一
千

九
百
苫
円
を
超
え
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す

ま
た
住
宅
難
軽
和
の
た
め
年
次
計
画
を
も

つ
て
ハ
（
堂住
宅
の
建
築
に
つ
と
め
て
参
つ

た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
分
と
し
て

第

一
種
住
宅
十
五
戸
、
第
二
種
住
宅
五
戸
 

第
 

市
長
施
政方
針
演
説警
表

初
 
議
 
曾
 
終
 a
 

昭
和
一
一
十九
年
十
二
月
一
一
十
四
日
初議
た
め
の
負
担
金
と
、

教
材
費
に
対
す
る
負

会
を
招
集
、
議
会
議
員
百
十
七
名
中
出
席
担

金
で
ニ
百
三
万
四
千
円
及
び
編
祉
事
務

寵
員
百
八
名
、
久
席
躍
員
九
名
で
午
前
十
所
散
置
に
伴

い
生
活
保
護
費
、
身
体
障
害

一
時
五
分
長
尾
議
長
開
会
を
宜
し
次
で
外
者
及

び
児
窯
福
祉
費
に
対
す
る
負
担
金
一
 

報
 崎
新
市
長
が
挨
拶
に
起
ち
左
の
要
旨
の
施
千

五
百
大
拾
四
万
五
千
七
百
大
十
円
と
が

政
方
針
演
説
を
行
い
今
後
の
市
政
運
営
の
主
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

方
途
を
明
示
し
た
。
 

国
庫
補
助
金
も
同
じ
く
、
学
校
増
改
築
に
 

三
l
 

昭
和
ニ
十
九
年
度
予
算
の
概
要
に
つ
い

対
す
る
補
助
金
及
び
公
営
住
宅
建
築
費
及
 

鵬
 

て
御
説
明
中
し
上
げ
ま
す
。
 

び
福
祉
事
務
所
新
散
に
伴
う
経
常
経
費
に

去
る
十
月
一
日
五
所
川
原
町
外
六
ケ
村
対
す
る
補
助
金
と
が
そ
の
大
半
を
占
め
て

ム
ロ
暑
い
た
しま
し
て
五
所
川
原
市
を
般
貿
居
り

ま
す
か
、
農
業
委
員
会
に
対
す
る
国
 

士
十
 
い
た
し
ま
し
た
際
、
十
月
以
降
、
十
一
一月
庫
補
助
と

農
業
振
興
に
対
す
る
補
助
金
一
一

末
日
ま
で
三
ケ
月
分
の
暫
定
予
算
を
作
成

百
八
十
ニ
万
三
千
山
い
を計
上
し
て
い
る
わ
 

原
難
響
一
鱗
琴慧
籍
難
夢
携静
議疑

川
「
伽灘
難
難
器
鷲
裟
鱗
灘

」醜
認
 

所
緩
馨
数
詳
群
総
難
報
騒麓
簾
鷲

軍
醜
 

算
案
を
提
出
す
る
に
至
つ
た
わ
け
で
あ
り
め
大

裁
省
と
郵
政
省
簡
易
保
険
資
金
を
借

ま
す
。
こ
の
予
算
は
さ
き
に
馴
員
皆
さ
ん
入

れ
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

の
御
承
認
を
得
ま
し
た
暫
定
予
算
を
吸
収
以
上

歳
入
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。
 

い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
昭
和
「
十
九
次

に
歳
出
に
つ
い
て
申
上
げ
ま
す
、
先
ず

年
十
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
年
三
月
「
〒
議
会
費
で

あ
り
ま
す
が
合
併
に
ょ
っ
て
旧
 

「
日
ま
で
の
予
算
で
あ
り
ま
す
。
以
下
そ
町

村
離
会
駿
員
全
員
が
市
議
金
級
員
と
し

の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

て
身
分
が
引
き
継
が
れ
、
そ
の
報
酬
の
増
 

日
 

一
般
女
計
予
算
総
額
は
歳
入
、
歳
出
と
も
額

と
億
品
の
整
備
及
び
議
会
事
務
局
を
般
 

0
 

一
億
五
千
八
百
八
拾

一
万
二
千
四
百
七
円
置
し

専
任
撒
員
三
名
を
置
え
で
い
る
関
係
 

2
 

で
あ
り
ま
す
。
 

上
旧
関
係
町
村
子
算
合
算
額
の
約
倍
額
の
 

月

特
蟹
銘
騒
毅
録
爵
畿
鶴
語

耗
語
翫
饗
鵬
鷲
 

算
し
＋
月
以
蜂
偶
定
さ
れ
る
冒
気
ガ
ス
税
定
数
が
滅
少
す
る
こ
と
に
よ
り
相
叫
「幕
節
 

A
 

及
び
税
制
改
革
に
伴
つ
て
新
設
さ
れ
た
煙
誠
さ

れ
る
こ
と
が
、
明
白
な
も
の
で
あ
り
 

0
 

草
消
費
税
の
収
入
を
見
込
ん
だ
わ
け
で
あ
ま

す
が
、
今
年
は
斯
か
る
事
情
に
上
り
増
 

り
u
 
り
ま
す
。
 

額
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
 

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

合
併
関
係
町
  

市
役
所
費
に
つ
い
て
は
別
に
と
り
あ
げ
 

村
分
の
残
額
と
町
村
合
併
に
よ
る
経
費
増
 c
脱
旧
よ・
る
哩
D
も
刀
は
界
、く
日
町
討
カ
 

と
福
祉
事
務
所
設
置
に
伴
う
経
費
増
と
に
 q
嘗
ぬ
『
妥
費
を
ム
ロ
嘩
し
国
こ
ユ・
ぎ』
』
→
戸
つ

対
す
る
特
別
交
付
税

一
千
百
万
円
を
見
込
 
であ
り
ま
す
。
 

み
、

一
千
九
百
一一
十万
円
を
計
上
し
た
わ
 
曹
察
消
紡
費
は
藻
川
屯
所
及
び
飯
詰
警
 

け
で
あ
り
d
す
。
 

鐘
台
新
設
の
た
め
四
十
一
万
五
千
円
を
計
 

国
庫
交
出
金
の
内
訳
は
、

学
校
増
改
築
の
 
上
した
以
外
は
、
経
常
経
費
を
合
算
す
る
 

計
三
戸
の
建

築
費
と
し
て
大
百
七
万
大

‘
茨
に
都
市
計
画
事
業
費
で
あ
り
ま
叫
が

Y
直
診
勘
定
に
つ
い
て
は
、
子
算
総
額
一

千
円
を
計
上
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 
、今
年
度
に
限
り
旧
五
所
川
原
町
裏
田
町
イ
八
百
五
十
七
万
八
百
七
円
で
あ
り
、
そ

保
緯
衛
生
費
に
つ
い
て
杜
、
経
常
費
を
線
の

エ
事
費
を
計
上
し
て
い
る
の
で
あ
り
の
す
ぺ
て
は
市
立
病
院
及
び
診
療
所
運
営
 

見
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
 

ま
す
が
、
都
市
計
画
事
業
費
は
そ
の
経
費
の

た
め
の
費
用
で
あ
り
ま
す
。
 

産
業
経
済
費
に
つ
い
て
は
島
業
委
員
会
の

半
額
が
国
庫
補
助
金
で
あ
り
ま
す
。
 
国
保
事
業
の
趣
旨
は
今
更
申
し
上
げ
る
ま

の
運
営
に
要
す
る
経
費
二
百
四
十
四
万
大
 
昭
和

三
十
年
度
以
降
に
お
い
て
け
全
市
で
も
な
く
、
全
市
民
が
相
互
扶
助
の
精
神

千
九
百
五
＋
円
、
外
“
中
川
地
区
で
行
つ
を
対
称
に
事
業
を
施
行
し
、
名
実
共
に
市
に
微
し
、
理
解
し
あ
う
こ
と
に
よ
つ
て
健

て
い
る
農
地
交
換
分
合
の
費
用
三
十
九
万
と
し

て
の
態
勢
を
整
備
す
る
所
存
で
あ
り
全
な
る
経
営
が
期
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま

円
、
そ
の
他
畳
業
振
興
の
た
め
の
費
用
二

ま
す
。
現
在
行
つ
て
い
る
工
事
は
、
昭
和
す
。
 

百
三
＋
六
万
七
千
円
を
計
上
し
て
い
る
の
一
一十
八
年
度
か
ら
三
ケ
年
継
続
事
業
で
あ
幸

い
当
市
の
病
院
及
び
診
療
所
は
日
毎
に

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
財
産
費
統
計
闘
査
り

ま
し
て
昭
和
三
十
年
度
完
成
の
予
定
で
内
容
も
充
央
し
整
備
さ
れ
て
益
4
発
展
の

費
選
準
費
、
公
債
費
等
は
、
必
要
欠
く
ぺ
あ
り
す
で

に
全
工
事
の
半
ば
以
上
進
捗
を
一
路
を
辿
つ
て
い
る
こ
と
は
喜
ぱ
し
い
次

か
ら
ざ
る
経
常
費
を
見
た
に
過
ぎ
ず
、
説
見

せ
て
お
り
、
と
れ
が
完
成
の
暁
は
本
市
第
で
あ
り
ま
す
。
未
だ
そ
の
恩
恵
に
浴
し

明
を
省
略
致
し
ま
す
が
諸
支
出
金
三
千
八
の

重
要
幹
線
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
交
通
機
て

い
な
い
栄
、
松
島
両
地
区
市
民
に
も
昭

百
十
五
万
円
に
つ
い
て
は
、
そ
の
主
な
る
関

の
発
達
と
便
利
の
た
め
大
な
る
効
果
を
和
三
十
年
度
以
降
は
国
保
事
業
を
実
施
す

も
の
は
旧
町
村
歳
出
計
不
足
金
約

一
千
八
も

た
ら
す
も
の
と
信
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
計
画
を
着
A
進
め
て
い
る
次
第
で
あ
り

百
九
十
万
円
未
払
金
一
千
大
百
万
円
で
あ
り

ま
す
。
 

ま
す
、
以
上

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予

り
ま
す
o
 

ノ
次
に
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
に
つ
い
算
の
概
要
で
あ
り
ま
す
が
、
な
お
細
部
に

こ
れ
は
旧
村
に
お
い
て
、
そ
の
天
部
分
て
御
説

明
申
上
げ
ま
す
。
 

亘
つ
て
は
御
質
問
の
都
度
申
し
上
げ
る
こ

を
占
め
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
農
村
 
国
民
健
康
保
険
事
菜
は
、
旧
五
所
川
原
と
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
o
 

に
お
け
る
税
敗
の
状
況
は
、
米
の
敢
撲
後
町
、

中
川
、
三
好
、
長
橋
、
飯
詰
の
一
町
 
何
卒
よ
ろ
し
く
御
審
議
下
さ
る
よ
う
お

に
お
い
て
そ
の
成
柵
が
向
上
す
る
の
が
通
四
ケ
村
で
央
施
し
て
お
り
ま
す
が
そ
の
子
願
い
申
し
上
げ
説
明
を
終
り
ま
す
。
 

例
で
あ
り
四
月
か
ら
九
月
末
日
ま
で
の
税
算
を
合

算
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

女
お
初
醍
会
は
す
ご
く
ユ
ム
1
ス
に
会
期

収
は
殆
4
ど
期
待
出
来
な
い
の
で
あ
り
ま
子

算
総
額
 
千
大
百
七
十
七
万
七
千
百
円
三
日
間
の
所
、
 」
h
四
、
 二
十
五
の
両
日

す
が
村
政
を
維
持
運
営
す
る
た
め
に
は
必
は

飯
詰
地
区
の
直
営
診
療
所
建
築
費
ニ
百
で

全
餓
員
の
熱
心
な
駆
事
進
行
で
満
場
一

要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
経
費
が
支
出
さ
れ
る
万
円

を
計
上
し
た
以
外
は
、

一
般
給
付
及
致

（
提
め
議
案
三＋
八
件
原
案
可
決
）
外

の
で
歳
入
に
対
す
る
歳
出
の
割
合
が
ど
う
び
そ

れ
に
伴
う
事
務
費
の
み
で
あ
り
ま
す
崎
市
政
が
拍
手
裡
に
船
山
し
た
。
 

償
却
資
産

（
商
責道
具
）
申
告
書
の
 

提
出

方
 
に
 
つ
 い
 
て
 

市
内
商
工
業
者
の
皆
様
へ
 
提
畠
期
限
一
月
三
十
一
日
 

の
予
算
案
は
、
合
併
協
定
書
に
示
し
て
あ
固
定

資
産
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
償
却
貴
 
ェ

プ
ー
コ
ン
プ
レ
ツ
サ
ー
。
車
楠
及
び

る
如
く
各
町
村
の
不
均

一
課
税
の
方
法
を
産

（
商売
道
県
い
の
所
有
者
は
昭
和
三
十
 
運
搬
具

（
課
税
され
る
目
転
車
 
荷
車

執
つ
て
お
り
、
旧
町
村
予
算
め
合
計
額
を
年

一
月
一
日
現
君
周
で
洩
れ
な
く
申
告
し
 
リ
ャ
カ
1
を
除
く
）
 

も
つ
て
と
の
予
算
の
骨
子
が
組
立
て
ら
れ
て
下

さ
い
。
 

一
 

起
重
機
ロ
ポ
ン
プ
o
洗
濯
機
械
o
商
売

市
制
施
行
に
よ
つ
て
や
む
を
得
出
増
加
一

（
・
申
告用
紙
を
配
布
致
し
て
あ
り
ま
す
用
「
ジ
ォ
電
蓄
。
電
気
器
具
。
事
務
用
科

す
る
も
の
、
例
い
ば
議
会
費
、
社
会
福
祉
 
が
前

年
に
申
告
済
の
方
で
も
毎
年
申
告
器
個
品

（
タ
イ
プ
？
イ
？
ュ
、
計
算
器
、
 

関
係
費
そ
の
他
ニ
、
三
が
増
加
し
て
い
る
 
す
る

こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
か
ら
必
ず
 
金
銭
登
録
機
、
金
庫
、
度
量
衡
器
具
）
 

α
み
て
島
り
，
す
‘
 

中
告
し
て
下
さ
い
‘
 

そ
の
他
の
機
械
器
具

（
青
雪真
機
械
 

I

に
特
別
会
計
水
道
子
算
に
つ
い
て
御
」
、
慣
却
資
産
と
は
事
業
、
商
売
の
用
に
 
写
真
レ
ン
ズ
o
製
釘
機
o
ミ
ジ
ン
o
 ス
 

脱
明
申
上
げ
ま
す
。
 

供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
な
つ
て
 
ト

ー
ブ
ロ
 7
イ
ロ
ン
o
石
鹸
製
造
機
o
 

水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
の
も
と
に
運
 
い
ま
す
、
現
在
遊
休
、
未
稼
助
の
も
の
 
電
髪
器
具
機
披
。
 『
ネ
キ
ン
人
形
。
陣
 

営
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
全
市
 
も

含
ま
れ
ま
す
。
 

列
ケ
ー
ス
ぐ
）
 

民
の
負
担
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
三
、
申
侮
書
の
書
き
方
及
び
極
類
別
名
称
四
、
右
の
商
売
漁
具
を
持
つ
て
い
る
方
で
 

な
い
の
で
水
道
使
用
料
及
び
エ
事
費
牧
入
は
左
の
通
り
で
す
 

正
当
の
理
由
な
く
申
告
し
な
か
つ
た
り
 

一
によ
つ
て
経
常
的
経
費
を
賄
つ
て
い
る
の
（
イ
）
 左
の
大
ケ
所
の
欄
は
必
ず
書
い
て
 
虚
偽
の
申
告
を
し
た
場
合
に
は
罰
金
又
 

（
であ
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
昭
和
一
一十
八
 
下
さ

い
 

は
科
料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

い
一年
度
以
来
、
三
ケ
年
継
続
事
業
と
し
て
水
 
品
名
。
製
作
先
及
能
力
寸
法
。
数
量
。
 
す
か
ら
御
注
意
下
さ
い
。
 

道
施
設
拡
張
工
事
を
行
り
て
お
り
ぎ
す
の
 
取

得
年
月
日
。
取
得
価
格
。
見
横
価
格

五
、
 
間
不
明
の
点
は
市
役
所
税
務
課
電

で
本
年
度
分
と
し
て
七
百
三
十
九
万
九
千
 
（
時
下
価
格
）
。
 

話
一
二
八
番
へ
、
支
所
管
内
は
各
支
所
 

二
・
、
所

川
、原
市
 

発
折
所
 
声
所

川
原

市
役

所
 

，
 
話
え
ー

三
入ー
『
」
完
 

磐
嫌
 
秘
書
泰
画
課
 
高
橋
済
 

五
所

川
原
市
 

印
刷
所
 
小
野

印
刷

株

式
云

社
 

我が市の人I二1 

a2月1日現在） 

総人口 36'7巧人 

世帯数 	6・362戸 

五 和
 

昭
 

、
、ノ
 

‘
、
 

し
て
も
不
均
衡
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

斯
る
実
情
か
ら
こ
の
よ
う
な
多
額
の
補
翼

金
が
計
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
繰
出
金
二
百
四
十
一
万
九
千
円
は
国
民

緯
康
保
附
事
業
の
円
滑
な
る
運
営
を
期
す

る
た
め
の
繰
出
金
で
あ
り
ま
す
。
以
上

一

般
会
計
歳
田
の
概
要
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
 

円
を
計
上
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
」」
 

れ
が
完
成
す
る
こ
と
に
よ
り
渇
水
期
に
於

け
る
時
間
給
水
や
、
水
圧
低
下
が
な
く
な

る
ぱ
か
り
で
な
く
、
更
に
給
水
人
口
の
拡

張
も
可
能
と
な
り
、
全
市
民
が
水
道
の
恩

恵
に
浴
す
る
第
一
歩
と
な
る
も
の
と
信
じ

て
居
り
ま
す
。
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昭和 30 年 1 月 20 目 

康を祝福申上げます。  

‘  

，グ一
一

差に
n
カ
ネ

舶島一
r

肥 み

0 

献ムロに奪剛て 天皇卸一来

の卸建ら

h 

黄すF4匡に舞街.7 又日

本匡民十月一日

を
14 

 

皆様と一堂に会し新

春を寿

ぶ

く事をが

あるのであ

り
f 

で

あり

ます

が、

当

市に

あっニ

は昨

年ない決心で

あり

ます
r  

得ました事は私

のも
っ

とも

光栄

と存幸

にも私は皆様

の御支授

に、
一

v 

お「一

て
n
土口
田

内閣の聡辞臓

と共

に政地方

自治伸監のため専心働＋”趣神げ 

鳩

山内
閣

の田
現

すら

今年初

頭に於

けうち

奉公の

万分の一にも

と

固き

覚悟 

御  挨  

て
最
作
物
の
減
収
は
予
想
以
上
で
、
米
三
 

水
も
、
遠
か
ら
ず
実
現
さ
れ
る
。
 

利
増
進
に
這
進
し
た
い
。
 
 

は
あ
っ
た
が
、
市
内
の
道
路
網
、
給
水
施

に
は
慎
重
を
期
し
た
い
。
 
 

新
 
年
 
挨
 

拶
 

計
賓
の
大
綱
を
明
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
三

よ
う
緊
縮
予
算
を
断
行
し
た
い
。
 
 

散
、
教
育
、
厚
生
、
最
村
亭
情
、
そ
の
他
 

そ
の
た
め
に
は
、
庁
費
の
節
約
と
、
機
 

ト
【
巨
『》N
 

秋
 

田
 
正
 

旧
五
所
川
原
地
区
よ
り
、
合
併
村
え
の
給

展
の
為
、
ひ
い
て
は
三
万
大
千
市
民
の
福

県
南
部
地
方
の
凍
霜
害
に
始
り
、
十
五
号

願
申
し
上
げ
、

一
甘
申
上
げ
て
年
頭
の
辞

り
西
北
田
園
都
市
と
し
て
、
去
る
＋
月
一
一
大
であ
る
の
で
、
今
後
は
土
地
改
良
事
業

な
い
。
 

山
糧
し
て
い
る
が
、
市
長
の
施
政

／
針
に

万
六
千
市
民
と
共
に
誠
に
御
同
慶
に
耐
え
 
市
建
設
計
憲
に
お
け
る
今

後
の
事
業
は

八
日
奄
工
式
を
了
り
、
目
下
曽
工
山
で
、
 業
等
を
臓
山
刀
こ
唯
佳L
、
五
高
川旧
1

贈

日
五
所
川
原
市
が
発
足
致
し
ま
し
て
蚊
に

等
の
推
准
、
特
に
区
誰
軸
理
、
用
排
水
路

三
ケ
月
を
経
過
致
し
た
の
で
あ
り
ま
す
、
 の
改
修
、
災
害
復
旧
事
業
等
の
促
進
を
図

の
施
般
を
調
査
し
、
今
後
ニ
十
年
に
亘
る

構
の
改
革
に
よ
っ
て
市
民
の
要
望
に
副
う
 

此
の
間
、
最
も
印
象
の
深
い
都
市
計
査

り
、
 こ
れ
が
実
現
に
り
全
を
期
す
る
。
 
 

よ
り
関
係
係
官
を
派
遣
さ
れ
、
短
期
間
で

市
も
同
様
で
、
昭
和
三
十
年
度
子
算
編
成

に
於
て
は
、
市
の
要
請
に
よ
っ
て
建
設
省
 

子
算
の
桐
成
は
、
岡
県
の
窮
乏
財
政
に
 

台
風
、
其
の
後
の
全
県
的
な
冷
害
に
よ
っ
と
致
し

ま
す
 

》
 
 

昭
和
二
十
九
年
度
は
、
御
承
知
の
と
お
一十
億
円
、
り
ん
ご
五
十
億
円
で
被
害
は
甚

農
村
関
係
に
っ
い
て
、
特
に
本
年
に
本
 
今
後

市
民
各
位
の
格
別
の
御
支
援
を
お

な
お
水
道
工
事
も
、
去
る
十
ニ
月
二
十
則
り
、

我
A
臓
員
一
丸
ど
、
●
っ‘
敬
敗
事
  

、
f

助
役
 

、
 
 

・ー」嘱野 市議会議長 

る
解

散説．

た
y

なら

ぬもり

が

ある

のを以て新

市発

展のため尽

カ

をおし

ま 

全世界を
恐
怖

のど
ん

底に墜し

入

れた

まし

た亭に付き

まし

て名利

？、

奉りず 

うに昨年は
ビ
キ
」
の

水爆

間題の如き

すが、

議会喪

長の重責を

ゆだ

ねられ 

遺憾に

耐

えな
い
大
事

件を

初め

国内に権カ

を培か

わ

ず只ひ

たすら

に今後共 

じる次芽でどざ

い

ますc

御承知のよて余

命いくば

くもな

い老人であり

ま 

輝やかしき一九五五年を迎

え市民

のた年

とし

て、

まこと

に意義深，

も
の 

長尾角左衛

郵  

-

民に

蒙，と

相申に

大ど月碑を

加一り 

と共

に今年こそ

は希望と

栄

光に柵ち 
 

、

外崎

市長のも

と三万七千」

巾民 

す， 

可 市珍

か加石せ 

・
ぜ・
、一  ‘し 

拶  

白【（菩「
b  

計
 
五
所

所
川
原
本
庁
 

松
 
島
 
支
 
所

長
 
橋
 
支
 
所

飯
 
詰
 
支
 
所

三
 
好
 
支
 
所

巾
 
川
 
支
 
所

栄
 
支
 

所
 

区
 
分

一
  
人
 

口
 
男
 

 

一
 
女
 

一
  
世
帯
数
 

か
し
と
心
か
ら
お
祈
り
致
す
も
の
で
ど
ざ
 

次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

致
し
ま
す
。
 
 

住
民
 

登
録

人
 
口

数
 

終
I
i
ふ
』
の
ぞ
み
新
市
の
前
途
に
栄
光
あ
れ
 

昭
和
三
十
年
一
月
一
日
 

何
卒
御
姫
雄
下
さ
れ
ん
事
を
お
願
い
す
る

い
ま
す
。
以
上
を
以
て
私
の
年
頭
の
辞
と
 

昭
和
二

十
九

年

十
一
一
月
末

日
現

在
 
（
但
し
外
人
は
除
く
）
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大
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大
ニ
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大
大
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五
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五
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五
 

牧
編
壮
況
 

十
ニ
月
末
日
現
在
 

ミこ讐き1 
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三三， 	好 飯 	詰 川集 計 
即
ち
左
記
の
通
り
で
 

ば
な
ら
ぬ
牧
納
率
で
あ
り
軍
す
。
 
 

尚

一
層
滞
納
解
消
に
拍
車
を
か
け
な
け
れ
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千1 
19.326 
22.330 

1 一 202 
"0 

2こ“6 
3.899 
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節

水 に 

固

定資
産

評債 

一
W
拓
z

（一一

し 
1 

 

A
の
総

選挙が

執行

される

も
の
と
青
x 

「」
」

』れ
に

よる漏水

と水

道の
79
し
故
1 

 

とす

るこ
と

、な

り、

結果は左記

の重 

去る
一

月四日選

任された審査

委員
の 

を

節約さか

て給

水不能町内

等の
な
く 

なる

よう

に協力下され

ます

よう
お
願 

審

査委員会

開
催 

っい

てお願い 

 

“潔教

器腰離航藻

啄 

一年

番員 

村 上 純 

一 

柳

謙
-0-9

編競

「獣着

麟

三

二九番 

灘鷺響雛

鱗織織 

れた市民

の声は本紙に掲

載致し

ます 

皆さん

の苦情。 
 

「

市民の馨

」

の 投稿をお待ちし

ております 

絶
大

なる

皆様

の御

協力を

御願い

申上 

総

計四千五百

式拾

万円 

で

もどし

どし
お

寄せ
下

さい。

寄せら

書か画

課広報係へ御川

下さ

い。  

ます。 

税

金は皆さ

んの

ため

に使わ

れます 

第
一

次濡

納整

理日標

額 式千

万円 

住み

よい郷

ーをっ

くる

ために 

未
だ

に大

千七
百

万円の

真大
な

濯納

額 第

三

汝ク 

五

百万
F  

鼻那

運動目

霞額を

樹て

月標

額遺

成に 第

五

次ク 五

百五拾

万円 

で

あり

ます。

因っ

て左記の如

く濡納 第

四次” 

四百七

拾
万
m  

た

いと考

え

ますので、

ど

んな

【苦情

】の事を

記し

て）を明記の上

市

役所秘 

第

二次

カ 壱千

万円 

一日も早

く完納し

まし

よう 

市

民の卒直な声を市政

に反映さ

せ な

お

投稿には氏名

（紙上

匿名は

そ 

要望。 

意見
等
i
ー  

x x  

難
議
懸
灘
難

質
躍
＼

雄
よ
り
左
の

通
り電
話番
 

(v
  

三
 
ー
 

 

各
課
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鍵
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鈴
碧
編
議
繊
稀
告
耀
 

五
所
川
原
市
選
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管
理
呂
員
会
  

）
書
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一
助
 
役
 
室
 

 

（
市
 
長
 
室
 

 

ー
 
i
 

・
ー
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議
八
一
、事
務
局

選
挙
管
理
委
員
会
  

”
慮
慮
 

農
林
商
 

工
 
課
 

ジ

ジ
？
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昭和 30 

〕身
 

体
 
障
 
害
 

者
 

義
肢
義
足
補
聴
器
等
交
付
修
理
 

巡
 
回
 

賓
 

施
 

]
 
 
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
及
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
援
護
法

に
よ
る
交
付
修
理
巡
回
を
左
記
に
よ
り
実
施
致
し
ま
す
か
 

ら
修
理
を
必
要
と
す
る
該
当
者
は
お
出
下
さ
い
 

尚
修
理
さ
れ
る
方
は
事
前
に
申
請
書
を
市
福
祉
事
務
所
へ
 

提
出
願
い
1ま
す
 

期

J
日
 

一
一
 月
 
七
 
日
 

、
！
 
？
 

会
 
場
 
五
 
所

川
原

市
公
民

舘
 

～守 
、 

待
望
の
水
道
工
事
起
工
式
場
 

名
責
共
に西
町
中
心
都
市
 
、
ジ
ー
、
 」・
な
 

・
 

‘
 

【
ー
」
 
、
一
 

J
,1

り
、」
ノ・
 
“
（
 
『、
‘
 マ
‘
．
“
 

水
ポ
ン
プ
、配
水
本
管
（現
場
より
」
 

」

与
、
」新

山
氷
解
消
 

一
 

一
 
な
肇
横
工
事
起
工
」事
郵
総
額
五手
大
百
万翻
γ
 

メ
王

彦

”
罵
廷
ヲ
可

（
欄
想

重
ノ
，
．

“
・
了
 
γ一
 

二
氷
道
兼張
工
事
起
工
」
言
r
総
額
五手
大
百
万
鋼
シ・
 
，
経

ィ賜
m
隣
鰭
「
什
嘱

哩
 

当
市
上
水
道
は
昭
和
ニ
年
三
月
通
水
以
一
して
利
用
今
日
に
至
り
ま
し
た
が
、
な
お
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ば
昨

来
一
一十
八
ケ
年
を
経
過
し
こ
の
間
大
東
亜
一
膏間
に
於
い
て
は
断
水
を
余
隊
な
く
さ
れ
政
的
に
も
、
技
術
的
肥
も
非
常
に
重
大
な

戦
争
に
よ
る
物
的
財
的
の
消
粍
甚
し
く
従
一
て
い
る状
態
で
あ
り
当
事
者
と
レ
て
越
に
こ

と
で
あ
り
ま
す
の
で
臓
専
心
整
”カ
し
皆
 

つ
て
水
源
並
給
水
施
設
は
全
く
荒
廃
の

二
申
訳
な
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。
 

様
と
共
に
そ
の
完
成
の
一
日
も
早
か
ら
ん
 

「
『一
 

、
h
 

七
敏
，
Jーブ

‘
、
稽
窪
n
 

を
経
て
新
町
十
字
路
ま
で
）
工
事
の
完
成
 

川、な
お
賢
論盟
嬢
撲
”
慧
臓
 

明
年
度
似
讐
旺
沈
噴
池
？
鳳
油
池
、
 

五
所
川
原
市
紺
ス
憐
定
噌
「
案」
も
出
来
、
 

中
川
他
区
最
業
委
員
会
咋
織
冷
」
公
週
 

ご
 

I

《
 

「
嘉
瀬
村
大
宇
毘
沙
門
及
び
大
宇
長
富
十

一
、
事
務
所
に
つ
い
て
 
博

か
 

昨
秋
十
月
一
日
新
発
足
し
た
五
所
川
原

市
の
飛
躍
的
発
展
を
期
し
過
日
外
崎
市
長

が
上
京
さ
れ
建
設
省
都
市
計
画
局
の
技
師

五
名
の
派
遣
を
懇
請
、
五
所
川
原
市
の
百

年
の
大
計
を
計
画
せ
し
め
る
な
ど
着
A
大

五
所
川
原
市
醗
般
へ
取
り
組
み
、
市
役
所

内
に
も
合
併
促
進
特
別
委
員
全
を
設
置
し

之
が
受
け
入
れ
対
策
に
奔
走
さ
れ
、
活
澄

な
動
き
を
見
せ
て
い
る
。
 

将
来
五
所
川
原
に
吸
収
合
併
を
希
望
し

そ
の
代
表
等
の
往
来
も
繁
く
、
現
在
ま
で

そ
の
機
運
を
醸
し
雷
し
て
い
る
町
村
は
、
 

遠
く
七
和
、
梅
沢
の
両
村
を
初
め
川
向
い

の
柏
、
川
除
、
出
精
の
各
村
の

一
部
が
数

え
ら
れ
て
い
る
、
又
市
制
施
行
以
来
橋
A
 

の
五
所
川
原
市
繰
入
臓
定
書
実
」
 

市
に
お
い
て
賦
課
徴
収
し
合
併
前
の
租
税

債
権
は
現
嘉
瀬
村
に
於
て
徴
敢
す
る
組
し

こ
の
徴
牧
に
つ
い
で
簾
差
別
的
取
扱
は
じ

な
い
。
 

大
、
行
政
区
の
設
定
に
つ
い
て
 

難
難
舞
麟
麟
 

職
週
挙
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
現
地

城
を
以
て
小
選
挙
区
を
設
定
す
る
。
 

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
 

昭
和
三
十
年
度
か
ら
市
の
条
例
を
滴
用
 

す
る
。
 

消
防
団
の
組
織
に
つ
い
て

編
入
さ
れ
る
現
地
城
の
消
防
組
畿
は
そ
 

入
学
通
知
書
と
就
学
前
児
童
芽
体
検
査
通
一
 

』
 
入
学
通
知
書
と
就
学
前
は
武
朱
体
検
 

一
，れ
や
住
脚
不
吸
（母
近
に
毎
所
を
変
夏
t
 

（舞
 

て
も
届
か
な
い
よ
工
な
こ
と
が
お
り
士
し
 

S

「く
せ
も
の

橋
」
 

の
 

由
 
来
 

市
民
の
皆
さ
ん
「く
せ
も
の
橋
」
を御
存

じ
で
し
よ
う
か
、
私
は
兼
ね
て
か
ら
こ
の

橋
の
将
来
に
つ
い
て
絶
え
ず
関
心
を
持
ち

続
づ
け
て
来
た
一
人
で
あ
り
ま
す
。
津
軽

平
野
の
母
胎
で
あ
る
岩
木
川
に
架
け
ら
れ

た
県
下
第
「
番
目
に
長
い
橋
。
西
北
両
郡

を
結
ぷ
第
四
番
目
に
架
け
ら
れ
た
橋
。
県

の
御
厚
意
と
地
元
民
の
熱
意
に
よ
つ
て
完

成
さ
れ
た
橋
、
そ
の
名
は
？
そ
れ
は
市
内

の
コ
」
好橋
」
と言
い
ま
す
。
明
治
時
代
に

今
の
長
尾
市
議
会
静
長
さ
ん
方
が
夢
に
描

き
郡
役
所
の
古
び
れ
た
机
の
上
で
五
万
分

の

ー
の
地
図
に
、
青
線
を
入
れ
て
見
て
は

夢
の
実
現
と
真
剣
に
取
つ
組
合
つ
た
橋
が

大
正
時
代
を
過
ぎ
、
昭
和
時
代
に
入
り
、
 

し
か
も
終
戦
後
昭
和
一
一十
ニ
年
頃
当
時
の

五
所
川
原
町
長
神
伊
三
郎
さ
ん
、
同
騒
会

議
長
の
鹿
内
藤
大
郎
さ
ん
、
故
三
好
村
長

高
協
治
三
郎
さ
ん
方
が
、
い
よ
く
腹

を

極
め
て
た
ち
上
り
遂
え
に
町
議
会
に
於
て

調
査
費
と
し
て
金
五
万
円
を
計
上
可
決
す

る
に
至
り
着
A
そ
の
様
相
が
浮
き
彫
り
さ

れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
降
つ
て

長
尾
勝
義
村
長

（
現
五
所川
原
市
総
務
課
 

量
）
 さ
ん
が
、
こ
の
橋
央
現
に
専
心
し
文
 

？
努
証
装競
髭
纏
詔
「
 

，
川
向
い
の
出
騎
村
長
福
島
一
郎
さ
ん
方

も
、
一
生
騒
命
と
な
り
遂
え
に
、
中
川
、
 

三
好
、
飯
詰
、
五
所
川
原
、
西
那
出
覇
、
 

桶
垣
、
川
除
、
舘
岡
、
車
力
、
等
各
町
村

の
地
光
旦航
火
の

玉
の
よ
う
に
団
精
を
固

ぬ
、
熱
と
力
の
ま
ぜ
合
せ
で
県
を
動
か
し

一
一
百万
円
を
集
め
い
よ
‘・I
、
着
エ
の
段
取

り
が
取
り
極
め
ら
れ
る
事
と
な
つ
た
の
で

あ
り
ま
す
、
昭
和
ニ
十
七
年
十
二
月
上
句

民
‘
ェ

ー
を
挙
行
五
所
川
原
の
斉
勝
粗

り
ヂ
で
「
「
十
ゼ
年度
に
は
早
く
も
川
中
洲

舜
外
十
バ
米
の
木
橋
が
浮
び
上
っ
給
』
 

し
た
。
 と
の
出
現
に
地
元
民
は
「
我
幻
の

柵
？
・
を
見
たり
」
と
言
う
訳
で
大
張
り
切

り
で
あ
つ
た
が
何
し
ろ
藻
川
側
は
出
水
の

度
毎
に
橋
の
快
が
水
浸
し
な
と
り
、
地
元

民
も

「
あ
れ
は渡
る
橋
で
は
な
く
見
る
梶

だ
」
と
な
り
護
る
人
●
も
余
り
多
く
は
な
 

は
し
て
来
る
村
の
青
年
達
は
橋
の
挟
で
よ

ろ
し
く
軸
越
の
坂
落
で
有
名
な
畠
山
重
忠

の
よ
、
に
自
転
車
を
肩
に
乗
せ
て
、
ジ
ヤ

プ
、
ジ
ヤ
ブ
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
北
側
に

越
し
た
、
い
は
く
つ
き
の
橋
で
も
あ
つ
た
 

、
だ
が
ニ
十
八
年
度
に
は
一
踊
大
＋
六
米

を
藻
川
の
洲
に
引
き
つ
け
二
十
九
年
度
に

は
西
北
両
方
の
土
堤
の
L
に
橋
桁
を
延
長

し
遂
に
十
六
日
目
出
度
く
も
三
好
の
長
尾

界
太
郎
、
川
浪
勝
太
郎
、
両
家
三
夫
婦
を

量
頭
に
、
渡
り
初
め
を
行
い
県
の
お
歴
A
 

ヤ
外
崎
市
長
、
長
尾
議
長
等
市
の
指
導
者

運
も
晴
や
か
な
大
盛
典
を
催
し
、
之
を
讃

夫
し
た
。
 三
好
、
出
精
の
両
粗
の
鹿
子
舞
 刀

太
致
乃
音
も
こ
ぎ
や
か
に
又
川
中
で
は

一
「
そ
う
ら
寸
つ
イ
h
ノ
ー
の
樹
声
も
勇
ま

一
しど
、
県
下
需
力
大
会
女
ど
一
尺
山D
行
事
 

g

行
h
h
、
果
下
第
二
団
月
さ
三
百
ョ
十

ニ
米
、
幅
員
四
湘
、
総
工
費
約
壱
千
三
百

万
円
木
の
香
も
新
し
く
陽
光
に
照
り
映
え

数
千
の
並
み
居
る
人
A
の
輝
き
に
満
ち
た

歌
呼
の
声
が
高
鳴
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
 

然
し
こ
の
橋
の
 
「く
せ
も
の
梶
」
と
は
今

后
の
役
割
に
重
大
な
仔
務
が
約
東
づ
け
ら

れ
て
い
る
の
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

五
所
川
原
市
は
今
ま
さ
に
発
展
の
途
上
に

あ
り
西
北
の
、
交
通
の
機
関
の

一
翼
と
し

て
車
力
、舘
岡
、出
精
、
糧
垣
等
西
郡
平
坦
一

部
か
ら
の
市
に
繰
り
畠
す
人
A
の
波
や
、
 

三
好
を
中
心
と
し
て
東
に
嘉
瀬
に
通
ず
る

道
路

（
新
設
計
画
）
鶴ケ
岡
よ
り
川
山
を

経
て
飯
話
に
通
ず
る
県
消
を
完
備
せ
ば
之

又
西
に
行
く
人
々
で
こ
の
橋
が
最
も
意
義

が
高
め
ら
れ
、
之
等
の
人
4
の
為
の
無
円

の
渡
場
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
、
こ
の
窒
 

集
会
・
行
事
に
 

市
公
民
舘
を
 

御
利
用
下
さ
い

五
所
川
原
公
民
舘
 

電
話
三
五
一
一
番
 

号
 

第
 ⑧

 る
。
 

一
 

昭
和
一
一
十
九
年
度
第四
期
固
定
資
産
税
は
 

2
、
毘
沙
門
小
学
校
及
び
現
巡
査
駐
在

所
は
市
に
引
紺
ぐ
、
毘
沙
門
小
学
校
は

将
来
改
築
す
る
。
 

3
、
表
示
財
産
 
大
宇
毘
沙
門
宇
上
能

石
地
内
の
大
字
毘
沙
門
有

（
原
野
）は

個
人
に
分
割
譲
与
し
て
い
る
の
で
速
か

に
個
人
登
記
す
る
こ
と
c
 

玉
、
耕
の
税
率
傍
に
つ
い
て
 

昭
和
ニ
十
九
年
度
は
現
在
の
ま
、
と
し

昭
和
三
十
年
度
か
ら
市
の
耕
率
を
滴
用
す
 

港
聞
に
取
沙
汰
さ
れ
て
い
た
北
郡
事
瀬
村
の
ま
・
と
し

て
地
城
消
防
団
の
取
扱
い
を
 

認
競
繍
掘
競
雪
饗
鍍
驚
勃
爵
響
、
暑姦
か
益
 

来
る
三
月
】
日
事
待
望
の
吸
収
合
伊
が
実
に
よ
る
番
員
は

中
川
地
区
農
業
番
員
と
な
 

喜
良
市
村
が
合
併
の
日
と
す
る
、
 

民
生
委
員
は
そ
の
ま
・
市
の
委
員
と
な
 

施
行
年
月
日
に
つ
い
て
は
五
所
川
原
市
る
。
 

長
に

一
任
す
る
“
 

十
三
、
学
区
に
つ
い
て
 

議
会
議
員
の
任
期
及
び
定
撒
に
つ
い
 
小
学
校
に
つ

い
て
は
そ
の
ま
、
と
す
る

て
促
進
法
第
三
十
七
条
第
三
圧
・
の
規定
中
学
校
に
つ
い

て
は
将
来
学
区
の
変
更
あ

に
よ
り
編
入
さ
れ
る
地
飼
？
の現
在
の
●
員
る

ま
で
嘉
瀬
村
に
季
任
す
る
し

は
無
条
件
で
市
厭
会
哀
員
と
す
る
u
 

十
四
、
そ
の
他
 
（
要
望
事
項
）
 

職
員
の
身
分
に
つ
い
て
 
電
話
を
架
般

す
る
こ
と
 

職
異
二
名
は
市
に
於
て
採
用
す
る
も
の
藻

川
ー
長
冨
ー
飯
詰
線
の
道
路
を
政
修
す
 

と
す
る
。
そ
の
身
分
に
つ
い
て
は
五
所
川
る

こ
と
。
 

原
市
職
員
の
例
に
よ
る
c
 

津
軽
鉄
這
毘
沙
門
駅
及
び
簡
易
郵
便
局
を
 

負
債
及
び
財
産
に
つ
い
て
 
連
に

設
置
す
る
よ
う
運
動
の
こ
と

大
字
毘
沙
門
及
び
長
富
州
域
の
財
産
は
市
立
病
院
の
出

張
所
を
設
置
す
る
こ
と
．
 

一
切
市
に
引
繕
ぐ
も
の
と
す
る
c
 

公
民
舘
を
設
置
す
る
こ
と
 

ー
、
毘
沙
門
小
学
校
の
昭
和
ニ
十
九
年
な
お
現

書
、
敗
合
併
に
動
き
つ
、
あ
る
全

度
単
独
価
百
五
十
万
円
は
市
の
負
債
と
す
町

村
の
人
ロ
で
五
所
川
原
市
は
約
五
万
人

る
c
 

の
都
市
と
な
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
 

合 
併 

・ 促
進 

松高松葛外片木田議議霊 

本橋木西崎為・村附会会 

平市与 	 健副

太太三米長由重四離麟 

郎郎郎作四松吉郎長長 

途
を
た
ど
り
に

湾
た

咲
先
昭
和
す
九
一
こ・
に
於
い
廷

＼
れ
が抜
本
的
解
決
箭
と
こ

と
を
祈
舞
す
る
書

叱
あ
抄
ま
寸
。ど
 

ま
た
窮
乏
を
極
め
八
ケ
年
を
経
過
し
た
。
一
般
展
着工
去
る
二
十
九
年
十
二
月
二
十
八
 
コ
？
 

J
‘
．
ー
：
：
一
ー
 

姻
競
款
鯛譲
醸
鍛
鷲
皿
想
難
難
響
”

舞
難

ン
昇
夢
、愛可
ぎ
グ
‘
 

度
全
廿
一
年
の
再
度
に
渉
る
大
火

（
そー
して
岩
木
川
表
流
水
を
引
用
す
る
計
画
を
 

水
J七
道
一
鳳
与

・

ぞ
れ
約
ス
再
戸
焼
撫
）喫
際
春
‘

p
一す
、
め
Y
、‘
ま
t
た
処

F
十
八
年
度
及
一
一
 

器
禁
轟
綴
ハ
，
道
に
の
り

っ
諸
露
嬰
発
恕
臓
雌
窯
「
誉
課
護
声
か
お瀬
加

r
 

議
難
懸
）
難
舞（
蒲」m羅
醸
繊
灘））
「聾
」
（滞
 

折
柄
昭
和
一
一十
大
年
下
平
井
町
に
開
磐
 
連
水
管
で
鍋
内
地
に
導
き
こ
れ
を
直
経
大
に

生
れ
た
児
童
で
あ
り
ま
す
。
 

難
難
難難
騒
麓
頗艦
畿競
露
？
舞
、
声

に
華、
 
「
ぐ
鷺
麟
難
騰
舞
 

一猫
翻
絡
『
」」村

及び
諭
”
「静
馨
様
引る

。
 
竺
」
 
な
j

ー
「

二
，簿
，
籍
譲
？
雄
篇
一
 

県
営
天
然
ガ
ス
井
を
譲
受
け
補
給
施
設
と
一米
深
九
米
の
ポ
ン
プ
井
に
導
水
す
る
こ
と
 
こ
れ
ら
の
児
童
の
線
護
者

〈
近
日
●
糾
」
 

「
（
篤
嚢
餌
9
 議
一
、
ら
 ・
舞
一
繊
麟
鯵
」
籍
鯉
『
 

繊
鶏
薄
」猛
醜
総
一
 
驚

一
 
、
熱
 
‘嘱
前

嘱
ン
覇
霧
離
証
縁
議
●鎮
 

、
‘d
君
 

声
 

卿
紗
 
た
ら
、
恐
入
り
ま
す
が
そ
の
児
童
が
入
学
 

(
 

f
ー

…

”
《
 
「
一
 ‘
一ず
る
ど
と
眠
む
つ
t
」
ぶ
小
学
校
か
一
 

す
 
『
一」ー
 
巳
難
〕

を

胃
め
通
知
書
か
一
月
末
に吐
っ
 

I 
か
つ
た
の
で
あ
つ
た
o
 そ
れ
を
よ
い
事
に
味
か
ら
も

「
三
好
協
」
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